
延べ宿泊者数が２％減少
国内、訪日ともマイナス

観光庁・宿泊統計　月

地
域
振
興
へ
仲
間
が
参
集

体験教育企画社長　　藤澤　安良

周
遊
バ
ス
で
花
巡
り

前
橋
市
　

４
月
に
桜
ま
つ
り

交流活性化で
団体など表彰

オーライニッポン ほ
ん
も
の
体
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
総
会

奈
良
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
へ

台
中
市
温
泉
観
光
協
と
提
携

下
呂
温
泉

観
光
協
会
　

韓
国
交
え
て「
三
名
泉
」

道や自治体　集客効果の定着、拡大へ
北海道新幹線　開業から１年
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全国 ，， －． ，， －．
北海道 ，， ． ， ．
青森県 ， －． ， －．
岩手県 ， ． ， ．
宮城県 ， －． ， ．
秋田県 ， －． ， ．
山形県 ， －． ， ．
福島県 ， －． ， ．
茨城県 ， －． ， －．
栃木県 ， ． ， －．
群馬県 ， ． ， ．
埼玉県 ， ． ， －．
千葉県 ，， －． ， －．
東京都 ，， －． ，， ．
神奈川県 ，， ． ， －．
新潟県 ， ． ， －．
富山県 ， －． ， －．
石川県 ， －． ， －．
福井県 ， －． ， ．
山梨県 ， －． ， －．
長野県 ，， －． ， ．
岐阜県 ， －． ， －．
静岡県 ，， －． ， －．
愛知県 ，， ． ， ．
三重県 ， －． ， －．
滋賀県 ， －． ， －．
京都府 ，， －． ， －．
大阪府 ，， －． ， －．
兵庫県 ，， －． ， －．
奈良県 ， ． ， －．
和歌山県 ， ． ， －．
鳥取県 ， ． ， ．
島根県 ， －． ， －．
岡山県 ， ． ， ．
広島県 ， －． ， －．
山口県 ， －． ， －．
徳島県 ， ． ， ．
香川県 ， －． ， ．
愛媛県 ， －． ， ．
高知県 ， －． ， ．
福岡県 ，， －． ， －．
佐賀県 ， ． ， ．
長崎県 ， －． ， －．
熊本県 ， ． ， －．
大分県 ， ． ， ．
宮崎県 ， －． ， ．
鹿児島県 ， －． ， ．
沖縄県 ，， ． ， －．
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全国 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
北海道 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
青森県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． －
岩手県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
宮城県 ． －． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
秋田県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
山形県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
福島県 ． －． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
茨城県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
栃木県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
群馬県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
埼玉県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
千葉県 ． －． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
東京都 ． －． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
神奈川県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
新潟県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
富山県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
石川県 ． －． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
福井県 ． －． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
山梨県 ． －． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
長野県 ． －． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
岐阜県 ． －． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
静岡県 ． －． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
愛知県 ． －． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
三重県 ． －． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
滋賀県 ． －． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
京都府 ． －． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
大阪府 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
兵庫県 ． －． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
奈良県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
和歌山県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
鳥取県 ． －． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
島根県 ． －． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
岡山県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
広島県 ． －． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
山口県 ． －． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
徳島県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
香川県 ． －． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
愛媛県 ． －． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
高知県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． －
福岡県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
佐賀県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
長崎県 ． －． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
熊本県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
大分県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
宮崎県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
鹿児島県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
沖縄県 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．

※宿泊目的割合不詳を含む。

単位：％年月の客室稼働率（第２次速報値）

施設所在地
客室
稼働率
※

前年
同月比
増減
（㌽）

従業者数別

～人～人～人 人以上 旅館 リゾート
ホテル

ビジネス
ホテル

シティ
ホテル 簡易宿所

会社・
団体の
宿泊所

宿泊施設タイプ別



　
北
朝
鮮
に
絡
む
事
件
が
相
次

ぐ
中
、
ま
た
も
や
北
朝
鮮
か
ら

と
考
え
ら
れ
る
ミ
サ
イ
ル
が
日

本
の
排
他
的
経
済
水
域
で
あ
る

日
本
海
に
着
弾
し
た
。一
方
で
、

盛
り
土
に
ゴ
ミ
が
混
入
し
て
お

り
、
土
地
代
が
格
安
に
な
っ
た

こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
学

校
予
定
地
が
あ
り
、
愛
国
心
を

育
て
る
と
言
っ
て
園
児
に
教
育

勅
語
を
暗
唱
さ
せ
る
な
ど
、
異

様
な
映
像
が
流
れ
た
。
き
な
臭

い
、
泥
臭
い
話
が
飛
び
交
う
中

に
あ
っ
て
、
さ
わ
や
か
な
話
を

し
た
い
。

　
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
加
盟

団
体
と
傘
下

組
織
合
わ
せ
て

団
体
）
の
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
全
会
員

が
集
い
、
陽
光
う
ら
ら
か
な
３

月
３
～
５
日
、
徳
島
県
南
阿
波

よ
く
ば
り
体
験
推
進
協
議
会

（
美
波
町
、海
陽
町
、牟
岐
町
）

の
活
動
地
域
で
総
会
を
開
催
し

た
。
年
度
末
の
多
忙
な
時
期
に

も
か
か
わ
ら
ず
全
会
員
の
参
加

に
意
識
の
高
さ
が
確
認
で
き
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
全
体
総
会
に
先
駆
け
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
組
織
の
あ
り
方

や
、
文
部
科
学
省
の
新
学
習
指

導
要
領
の
改
訂
に
伴
う
「
自
主

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の

学
習
手
法
の
導
入
に
向
け
た
修

学
旅
行
へ
の
対
応
方
法
、
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
や
進
行
方

法
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
。

　
延
べ

人
が
参
加
す
る
な

ど
、
テ
ー
マ
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
る
結
果
と
な

っ
た
。
総
会
に
は
、
開
催
地
の

徳
島
県
の
南
部
県
民
局
長
、
地

元
３
市
町
の
町
長
、
副
町
長
、

観
光
担
当
課
長
も
会
議
か
ら
後

の
情
報
交
換
会
に
至
る
ま
で
終

始
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
総
勢


人
の
参
加
と
な
っ
た
。
行
政
が

し
っ
か
り
地
域
振
興
に
取
り
組

む
姿
勢
が
示
さ
れ
た
形
と
な
っ

た
。

　
総
会
の
議
題
で
は
、
前
回
の

第

回
「
全
国
ほ
ん
も
の
体
験

フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
福
島
・
南
会

津
」
の
報
告
、
来
年
３
月
に
開

催
さ
れ
る
第

回
の
同
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
地
と
な
る
奈
良
・

飛
鳥
か
ら
の
参
加
依
頼
、
第


回
総
会
を
広
島
湾
ベ
イ
エ
リ
ア

の
活
動
地
域
で

月
２
日
に
開

催
す
る
件
な
ど
が
承
認
さ
れ

た
。

　
日
本
や
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
共
通
の
課
題
と
し
て
、
拡
大

す
る
訪
日
外
国
人
へ
の
対
応
、

農
泊
を
推
進
す
る
２
０
１
７
年

度
の
農
林
水
産
省
の
補
助
金
交

付
金
へ
の
対
応
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
型
民
泊
の
安
全
対
策
や
危
機

管
理
の
徹
底
な
ど
、
す
べ
て
の

地
域
が
よ
り
高
み
を
目
指
す
こ

と
と
し
た
。

　
過
疎
・
少
子
高
齢
化
、
１
次

産
業
の
衰
退
な
ど
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
担

い
手
の
不
足
に
つ
い
て
は
、
す

ぐ
さ
ま
名
案
が
あ
る
訳
で
は
な

い
が
、
先
進
地
や
先
駆
的
事
例

な
ど
に
学
び
、
前
進
し
、
体
験

交
流
が
地
方
の
未
来
を
拓
く
鍵

と
な
る
と
自
覚
し
、
邁
進
す
る

覚
悟
を
共
有
し
た
。

　
後
の
情
報
交
換
会
で
は
、
地

元
の
郷
土
芸
能
で
あ
る
日
和
佐

太
鼓
や
阿
波
踊
り
が
披
露
さ

れ
、
阿
波
踊
り
で
は
参
加
者
も

踊
り
を
伝
授
さ
れ
、
会
場
は
踊

り
の
輪
と
同
時
に
心
も
一
つ
に

な
っ
た
。

　
新
年
度
を
前
に
し
て
、
全
国

各
地
で
同
じ
方
向
を
向
い
て
、

地
域
振
興
を
目
指
す
人
々
が
普

段
は
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
る
が
、

仲
間
と
し
て
連
携
し
て
い
く
こ

と
は
、極
め
て
有
意
義
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
さ
ら
な

る
健
闘
を
期
待
し
た
い
。
ご
参

加
の
方
、
開
催
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（１１） 第２８８３号第３種郵便物認可２０１７年（平成２９年）３月１１日（土曜日）

友
好
提
携
に
署
名
し
た
瀧
会

長
（
右
か
ら
２
人
目
）
と
羅

理
事
長
（
同
３
人
目
）

山
ノ
内
町
の
竹
節
町
長

　
下
呂
温
泉
観
光
協
会
と
、

台
湾
の
台
中
市
温
泉
観
光
協

会
は
２
月

日
、
「
温
泉
地

友
好
提
携
」
を
締
結
し
た
。

岐
阜
県
下
呂
市
の
水
明
館
で

調
印
式
が
行
わ
れ
た
。
下
呂

温
泉
と
友
好
提
携
関
係
に
あ

る
韓
国
の
儒
城
観
光
振
興
協

議
会
の
李
在
夏
会
長
も
出
席

し
、
日
台
韓
の
温
泉
地
で
連

携
し
「
ア
ジ
ア
三
名
泉
」
を

目
指
す
。

　
調
印
式
に
は
関
係
者
約


人
が
出
席
。
瀧
康
洋
・
下
呂

温
泉
観
光
協
会
会
長
と
羅
進

洲
・
台
中
市
温
泉
観
光
協
会

理
事
長
が
合
意
書
に
署
名
。

瀧
会
長
は
「
料
理
、
サ
ー
ビ

ス
な
ど
互
い
に
学
び
合
い
、

三
つ
の
温
泉
地
が
飛
躍
で
き

る
よ
う
な
関
係
を
築
き
た

い
」
と
話
し
た
。
羅
理
事
長

は
「
今
後
は
儒
城
観
光
振
興

協
議
会
と
も
友
好
提
携
を

し
、
ア
ジ
ア
三
名
泉
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。

　
台
中
市
温
泉
観
光
協
会

は
、
愛
知
県
庁
、
岐
阜
県
庁

も
表
敬
訪
問
。
下
呂
市
内
の

下
呂
温
泉
寺
、
下
呂
温
泉
合

掌
村
な
ど
を
見
学
し
た
。

受賞者らで記念撮影

　
体
験
型
観
光
の
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
る
全
国
組
織

「
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
（
藤
澤
安
良
会

長
）の
第

回
総
会
が
４
日
、

徳
島
県
海
陽
町
で
開
か
れ
た

＝
写
真
。
全
国
か
ら
約

人

が
参
加
し
た
。

　
農
林
漁
家
生
活
体
験
（
民

泊
ス
テ
イ
・
農
泊
）
の
安
全

対
策
、
危
機
管
理
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
強
化
を

確
認
し
た
ほ
か
、
受
け
入
れ

地
域
の
過
疎
化
、
高
齢
化
に

関
す
る
課
題
と
対
策
な
ど
が

話
し
合
わ
れ
た
。
併
せ
て
、

来
年
度
の
第

回
「
全
国
ほ

ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ

ｎ
奈
良
・
飛
鳥
」
の
開
催
概

要
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ

ー
ラ
ム
は
、
体
験
型
観
光
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

地
域
の
事
例
や
課
題
を
議
論

す
る
大
会
。
奈
良
県
飛
鳥
地

域
で
開
か
れ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
日
程
は
、
２
０
１
８
年
３

月

～

日
の
３
日
間
。


日
に
全
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
、


日
に
課
題
別
研
究
分
科
会
。


、

日
に
体
験
ツ
ア
ー
が

行
わ
れ
る
。
メ
イ
ン
会
場
は

ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
ア
リ
ー
ナ
奈

良
を
予
定
。
課
題
別
研
究
分

科
会
と
体
験
ツ
ア
ー
は
明
日

香
村
、
高
取
町
、
橿
原
市
、

桜
井
市
の
４
地
域
で
開
か
れ

る
。
受
け
入
れ
の
窓
口
は
主

に
、
飛
鳥
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
議
会
（
奈
良
県
明
日
香

村
）
が
担
う
。

　
次
回
の
総
会
の
開
催
概
要

も
報
告
さ
れ
た
。
日
程
は


月
１
～
３
日
の
３
日
間
。
総

会
と
併
せ
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
研
修
会
な
ど
も
開
か
れ

る
。
広
島
市
開
催
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
会
が
１

日
、
山
口
県
周
防
大
島
町
で

開
か
れ
る
総
会
が
２
日
、
エ

ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
高

速
艇
に
よ
る
広
島
湾
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
が
３
日
に
予
定
さ
れ

て
い
る
。
受
け
入
れ
は
、
広

島
、
山
口
両
県
の
七
つ
の
地

域
で
体
験
型
修
学
旅
行
を
受

け
入
れ
て
い
る
広
島
湾
ベ
イ

エ
リ
ア
・
海
生
都
市
圏
研
究

協
議
会
。

　
観
光
庁
が
３
日
に
発
表
し

た
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
の
２

０
１
６
年

月
の
結
果
、
全

国
の
宿
泊
施
設
の
延
べ
宿
泊

者
数（
第
２
次
速
報
値
）は
、

前
年
同
月
比
１
・
６
％
減
の

３
９
３
５
万
人
泊
と
な
っ

た
。
内
訳
は
日
本
人
が
１
・

８
％
減
の
３
３
７
５
万
人

泊
、
外
国
人
が
０
・
６
％
減

の
５
６
０
万
人
泊
。
日
本
人

は
８
カ
月
連
続
で
、
外
国
人

は
３
カ
月
連
続
で
前
年
同
月

の
実
績
を
下
回
っ
た
。
宿
泊

施
設
の
平
均
の
客
室
稼
働
率

（
同
）
は
前
年
同
月
比
０
・

４
㌽
増
の

・
０
％
だ
っ
た
。

　
延
べ
宿
泊
者
数
全
体
で

は
、
前
年
同
月
の
実
績
に
対

し
て

道
県
が
プ
ラ
ス
、


都
府
県
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

た
。
延
べ
宿
泊
者
数
の
多
い

都
道
府
県
を
見
る
と
、
東
京

都
が
０
・
１
％
減
の
５
０
４

万
人
泊
、
北
海
道
が
５
・
６

％
増
の
２
７
０
万
人
泊
、
大

阪
府
が
０
・
３
％
減
の
２
６

８
万
人
泊
、
千
葉
県
が
１
・

９
％
減
の
１
７
９
万
人
泊
、

静
岡
県
が
７
・
０
％
減
の
１

７
１
万
人
泊
だ
っ
た
。

　
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数

は
、
年
に
入
っ
て
８
、
、


、

月
が
前
年
同
月
の
実

績
を
下
回
っ
て
い
る
。
訪
日

外
国
人
旅
行
者
数
の
増
加
に

宿
泊
施
設
の
宿
泊
者
数
の
増

加
が
伴
わ
な
い
要
因
は
、
ク

ル
ー
ズ
船
の
観
光
上
陸
数
の

増
加
と
、
統
計
で
把
握
で
き

な
い
民
泊
の
拡
大
と
み
ら
れ

て
い
る
。

　

月
の
外
国
人
延
べ
宿
泊

者
数
は
、
前
年
同
月
の
実
績

と
比
較
し
て

都
道
県
が
プ

ラ
ス
、
府
県
が
マ
イ
ナ
ス
。

外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
の
上

位
で
は
、
東
京
都
が
１
・
４

％
増
の
１
５
３
万
人
泊
、
北

海
道
が

・
３
％
増
の

万

人
泊
と
プ
ラ
ス
だ
っ
た
が
、

大
阪
府
は
４
・
７
％
減
の


万
人
泊
、
京
都
府
が
４
・
２

％
減
の

万
人
泊
、
沖
縄
県

が

・
２
％
減
の

万
人
泊

で
マ
イ
ナ
ス
。

　
外
国
人
を
市
場
別
に
見
る

と
、
中
国
（
４
・
７
％
減
の

１
０
８
万
人
泊
）
と
台
湾

（
９
・
９
％
減
の

万
人
泊
）

が
前
年
同
月
の
実
績
を
下
回

っ
た
。
韓
国
は

・
４
％
増

の

万
人
泊
、
香
港
は
４
・

６
％
増
の

万
人
泊
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
が
５
・
１
％
増
の


万
人
泊
、
米
国
が
８
・
２

％
増
の

万
人
泊
。

　
宿
泊
施
設
の
客
室
稼
働
率

は
、
施
設
タ
イ
プ
別
で
シ
テ

ィ
ホ
テ
ル
が
０
・
８
㌽
減
の


・
９
％
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
が
０
・
１
㌽
増
の

・
４

％
、
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
１

・
０
㌽
増
の

・
６
％
、
旅

館
が
１
・
５
㌽
増
の

・
１

％
、
簡
易
宿
所
が
１
・
１
㌽

減
の

・
５
％
。

　
都
道
府
県
別
の
客
室
稼
働

率
で
は
、
東
京
都
、
神
奈
川

県
、
大
阪
府
が
シ
テ
ィ
ホ
テ

ル
と
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
両

方
で

％
を
超
え
た
。
埼
玉

県
、
京
都
府
、
福
岡
県
の
シ

テ
ィ
ホ
テ
ル
も

％
超
え
。

旅
館
は
、
東
京
都
の

・
２

％
、
石
川
県
の

・
７
％
、

大
分
県
の

・
８
％
、
熊
本

県
の

・
６
％
、
京
都
府
の


・
９
％
が
上
位
だ
っ
た
。

　
落
語
に
映
像
、
音
響
、
照

明
、
英
語
字
幕
を
付
け
た

「
ス
ー
パ
ー
落
語
」
が
１
、

２
日
、
大
阪
市
中
央
区
の
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
大
阪

府
市
共
同
事
業
「
芸
術
文
化

育
成
魅
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
で
、
若
手
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
が
手
掛
け
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本
が
運

営
業
務
を
受
託
し
て
い
る
。

　
ス
ー
パ
ー
落
語
は
、
新
し

い
演
出
を
取
り
入
れ
、
外
国

人
客
に
も
楽
し
め
る
内
容
に

し
た
。
出
演
は
桂
佐
ん
吉
さ

ん
、
桂
小
鯛
さ
ん
。
上
演
前

に
は
、
落
語
に
つ
い
て
の
解

説
が
英
語
に
よ
る
同
時
通
訳

で
行
わ
れ
た
＝
写
真
。
演
目

は
「
動
物
園
」
「
皿
屋
敷
」

で
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ

た
。

　
前
橋
市
の
花
の
名
所
を
バ

ス
で
巡
る
こ
と
が
で
き
る

「
赤
城
南
麓
花
め
ぐ
り
号
」

が
４
月
１
～

日
に
運
行
さ

れ
る
。
前
橋
市
の
関
係
者
が

こ
の
ほ
ど
、
東
京
都
台
東
区

の
観
光
経
済
新
聞
社
を
訪
問

し
、
周
遊
バ
ス
と
赤
城
南
面

千
本
桜
ま
つ
り
を
Ｐ
Ｒ
し
た

＝
写
真
。

　
赤
城
南
麓
花
め
ぐ
り
号
の

１
日
乗
車
フ
リ
ー
乗
車
券
は

乗
車
時
に
購
入
で
き
、
販
売

価
格
（
大
人
１
人
）
は
Ｊ
Ｒ

前
橋
駅
南
口
発
着
コ
ー
ス
、

東
武
鉄
道
赤
城
駅
発
着
コ
ー

ス
が
１
５
０
０
円
。
ぐ
ん
ま

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
、
赤
城
ク

ロ
ー
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
入
園
料

を
含
む
。
昨
年
は
約
１
１
０

０
人
が
乗
車
し
、
２
割
は
外

国
人
が
利
用
。
今
年
は
昨
年

以
上
の
乗
車
を
期
待
す
る
。

　
桜
ま
つ
り
の
会
場
ま
で

は
、
赤
城
ク
ロ
ー
ネ
ン
ベ
ル

ク
遊
歩
道
入
口
か
ら
徒
歩
５

分
。
赤
城
山
中
腹
の
苗
ヶ
島

町
で
４
月
１
～

日
に
開
催

さ
れ
、
樹
齢
約

年
の
約
千

本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
約
１

・
３
㌔
㍍
続
く
。
桜
ま
つ
り

期
間
中
は
地
元
の
名
産
が
集

ま
る
ふ
れ
あ
い
物
産
市
も
開

催
す
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
Ｐ
Ｒ
役
を
務

め
て
い
る
「
赤
城
姫
」
の
中

山
美
優
さ
ん
は
「
今
ま
で
は

東
武
赤
城
駅
発
着
の
バ
ス
は

土
日
し
か
運
行
し
て
い
な
か

っ
た
が
、
今
年
は
毎
日
運
行

に
な
り
便
利
に
な
っ
た
」
と

話
し
、
周
遊
バ
ス
の
利
用
を

呼
び
か
け
た
。
「
淵
名
姫
」

の
南
雲
香
那
さ
ん
は
「
昨
年

の
夜
に
桜
ま
つ
り
に
訪
れ

た
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

桜
が
き
れ
い
な
の
で
見
て
ほ

し
い
」
と
桜
ま
つ
り
の
魅
力

を
語
っ
た
。

　
乗
車
券
、
桜
ま
つ
り
の
詳

細
は
、
前
橋
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
ま
で
。

　
農
林
水
産
省
、
オ
ー
ラ
イ

！
ニ
ッ
ポ
ン
会
議
（
都
市
と

農
山
漁
村
の
共
生
・
対
流
推

進
会
議
）
は
３
日
、
第

回

「
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
大

賞
」
の
表
彰
式
を
東
京
都
内

で
開
い
た
。
都
市
と
農
山
漁

村
の
交
流
の
活
性
化
に
成
果

を
上
げ
た

団
体
・
個
人
を

表
彰
し
た
。

　
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
会

議
の
代
表
を
務
め
る
東
京
大

学
名
誉
教
授
、
解
剖
学
者
の

養
老
孟
司
氏
は
「
私
は
、
日

本
人
は
都
市
と
田
舎
を
〝
参

勤
交
代
〟
せ
よ
と
言
っ
て
い

る
。
都
市
も
、
田
舎
も
元
気

に
な
る
よ
う
、
受
賞
者
の
模

範
的
な
取
り
組
み
が
全
国
に

普
及
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
受
賞
者
の
活
動
発
表
も
行

わ
れ
た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
（
内

閣
総
理
大
臣
賞
）
を
受
賞
し

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ト
チ
ギ
環

境
未
来
基
地
（
栃
木
県
益
子

町
）
は
、
荒
廃
が
進
む
里
山

や
森
林
の
再
生
を
担
う
人
材

の
育
成
に
取
り
組
む
。
若
者

が
一
定
期
間
、
共
同
で
生
活

し
な
が
ら
森
づ
く
り
活
動
を

行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
。

活
動
地
域
へ
の
移
住
や
林
業

へ
の
従
事
に
つ
な
が
る
な
ど

成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　
ト
チ
ギ
環
境
未
来
基
地
の

塚
本
竜
也
代
表
理
事
は
「
若

者
た
ち
は
自
然
の
中
で
体
を

動
か
す
こ
と
で
、
生
き
方
や

価
値
観
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く

り
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
ん

で
い
く
。
今
回
の
受
賞
を
励

み
に
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
表
彰
式
に
は
矢
倉
克
夫
・

農
林
水
産
大
臣
政
務
官
も
出

席
。
代
表
の
養
老
氏
、
フ
リ

ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
平
野
啓

子
氏
の
講
演
も
行
わ
れ
た
。

　
長
野
県
の
山
ノ
内
町
観
光

連
盟
は
２
月

日
、
東
京
都

豊
島
区
の
ホ
テ
ル
ベ
ル
ク
ラ

シ
ッ
ク
東
京
で
観
光
懇
談
会

を
開
い
た
。
志
賀
高
原
、
湯

田
中
渋
温
泉
郷
、
北
志
賀
高

原
な
ど
の
豊
富
な
観
光
資
源

を
紹
介
。
４
月
の
「
志
賀
草

津
高
原
ル
ー
ト
雪
の
回
廊
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
ほ
か
、
サ

ク
ラ
ン
ボ
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、

巨
峰
、
リ
ン
ゴ
の
果
物
狩
り

な
ど
、
通
年
の
イ
ベ
ン
ト
も

Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
山
ノ
内
町
の
竹
節
義
孝
町

長
は
「
山
ノ
内
町
は
観
光
と

農
業
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

町
の
観
光
素
材
を
し
っ
か
り

と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
近
年
で
は
地
獄
谷
野
猿
公

苑
の
温
泉
に
入
る
ニ
ホ
ン
ザ

ル
、
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
を
目

当
て
に
訪
日
外
国
人
客
が
急

増
。
訪
日
外
国
人
の
宿
泊
人

数
（
人
泊
数
）
は
、
２
０
１

５
年
が
４
万
３
７
４
人
で
前

年
比

・
８
％
増
。
地
域
別

で
は
豪
州
、
米
国
、
台
湾
が

多
い
。

年
も
前
年
か
ら
微

増
を
見
込
む
。

　
山
ノ
内
町
観
光
連
盟
の
山

本
聡
一
郎
会
長
は
「
訪
日
観

光
客
の
宿
泊
は
ま
だ
ま
だ
伸

ば
せ
る
余
地
が
あ
る
。
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
策
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
た
。

青
函
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
走

る
北
海
道
新
幹
線

観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
函
館
朝

市

　
北
海
道
新
幹
線
が
３
月


日
に
開
業
１
周
年
を
迎
え

る
。
北
海
道
で
は
１
周
年
を

祝
う
と
と
も
に
、
新
幹
線
の

集
客
効
果
を
定
着
さ
せ
よ
う

と
、
２
年
目
に
向
け
、
函
館

北
斗
駅
や
函
館
駅
前
な
ど
で

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
す
る
。
北
海
道
や
地

元
の
市
町
村
、
関
係
団
体
な

ど
で
構
成
す
る
記
念
事
業
実

行
委
員
会
が
主
催
す
る
。

　

日
に
は
、
函
館
北
斗
駅

で
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
と
東
京

発
の
１
番
列
車
「
は
や
ぶ
さ

１
号
」
の
出
迎
え
を
行
う
。

函
館
駅
前
の
広
場
で
も
、
道

南
い
さ
り
び
鉄
道
の
１
周
年

と
併
せ
た
記
念
の
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
や
観
光
を
Ｐ
Ｒ
す

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ

る
。

　

、

の
両
日
に
は
、
道

南
い
さ
り
び
鉄
道
の
「
貸
切

列
車
試
乗
会
」
、
函
館
北
斗

駅
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
別
館

で
の
物
産
展
が
開
か
れ
る
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
や
地
元
の
市
町

に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ

ー
も
各
地
で
行
わ
れ
る
。

　
北
海
道
観
光
振
興
機
構
で

は
、
開
業
１
周
年
に
合
わ
せ

て
関
係
市
町
と
連
携
し
て
、

２
月
の
青
森
、盛
岡
に
続
き
、

３
月
に
は
仙
台
、
大
宮
の
Ｊ

Ｒ
駅
構
内
で
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
北
海
道

新
幹
線
と
道
内
各
地
の
観
光

を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

　
北
海
道
新
幹
線
の
１
月
末

現
在
の
利
用
者
数
は
、
在
来

線
時
代
の
１
・
７
倍
の
約
２

１
０
万
人
と
な
っ
て
お
り
、

道
南
地
域
を
中
心
に
国
内
外

か
ら
の
観
光
客
が
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
。函
館
市
で
は
、

２
０
１
６
年
度
上
半
期
（
４

～
９
月
）
の
観
光
客
推
計
数

が
前
年
同
期
比

・
１
％
増

の
約
３
６
７
万
人
。
下
半
期

が
前
年
並
み
で
推
移
し
た
場

合
で
も
、
通
年
で
は
過
去
最

高
の
５
４
０
万
人
台
に
達
す

る
勢
い
だ
。

　
北
海
道
や
北
海
道
観
光
振

興
機
構
で
は
、
開
業
２
年
目

に
向
け
て
各
市
町
村
と
連
携

し
、
首
都
圏
や
関
西
圏
の
旅

行
会
社
へ
の
ツ
ア
ー
造
成
、

東
北
各
地
へ
の
教
育
旅
行
誘

致
の
働
き
か
け
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
宣
伝
活
動
を
切
れ
目

な
く
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
る
。


